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意
見
表
明

意
見
表
明
（
要
旨
）

（
要
旨
）

令
和
４
年
度
各
会
計
決
算

令
和
４
年
度
各
会
計
決
算

に
対
す
る
各
会
派
等
の

に
対
す
る
各
会
派
等
の

自
民
党
豊
島
区
議
団

公
明
党

立
憲
・
れ
い
わ

都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
・
国
民

日
本
共
産
党

維
新
・
無
所
属

無
所
属
元
気
の
会

　

令
和
４
年
度
一
般
会
計
及
び

３
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定
に
賛
成
す
る
。

　

基
金
残
高
は
過
去
最
高
の
５０７

億
円
、
貯
金
超
過
額
も
過
去
最

高
の
２９６
億
円
。
財
政
の
健
全
性

を
更
に
高
め
、
今
後
本
区
に
起

こ
り
う
る
あ
ら
ゆ
る
状
況
に
対

応
で
き
る
決
算
と
評
価
す
る
。

　

個
別
に
意
見
を
述
べ
る
。
区

内
建
設
業
者
の
更
な
る
負
担
軽

減
策
の
検
討
と
契
約
制
度
に
お

け
る
優
先
を
。
来
庁
不
要
の
区

役
所
実
現
に
向
け
た
取
組
強
化

を
。
ヒ
ア
リ
ン
グ
フ
レ
イ
ル
は
、

補
聴
器
購
入
費
助
成
の
拡
充
か

ら
次
の
事
業
展
開
の
検
討
を
。

街
ぐ
る
み
で
の
ね
ず
み
対
策
の

強
化
を
。
喫
煙
所
設
置
に
向
け

た
取
組
の
強
化
を
。
マ
ナ
ー
あ

る
自
転
車
の
走
行
が
で
き
る
よ

う
環
境
整
備
を
。
区
立
中
学
校

校
庭
の
人
工
芝
へ
の
切
替
え
に

は
柔
軟
な
対
応
を
。
マ
ン
ガ
・

ア
ニ
メ
活
用
事
業
は
民
間
企
業

等
と
の
連
携
を
更
に
強
化
し
本

区
の
魅
力
の
世
界
発
信
を
。

　

健
全
な
財
政
状
況
を
背
景
に

先
進
的
で
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
街

づ
く
り
を
強
力
に
推
進
し
て
い

く
こ
と
で
、
本
区
の
輝
か
し
い

将
来
像
を
区
民
に
示
す
こ
と
が

で
き
る
。
区
民
が
希
望
と
勇
気

を
持
ち
続
け
ら
れ
る
豊
島
区
と

な
る
よ
う
引
き
続
き
尽
力
い
た

だ
く
こ
と
を
切
に
要
望
す
る
。

　

令
和
４
年
度
一
般
会
計
、
３

特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
賛
成
。

以
下
は
、
事
業
別
意
見
と
要
望
。

●
中
長
期
的
な
公
共
施
設
改
築

・
改
修
計
画
の
策
定
●
防
災
集

中
備
蓄
倉
庫
の
西
部
方
面
設
置

●
男
性
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接

種
助
成
導
入
●
高
齢
者
見
守
り

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
導
入
●
多
様
な

が
ん
検
診
が
一
度
に
受
診
で
き

る
体
制
構
築
と
、
ア
ピ
ア
ラ
ン

ス
ケ
ア
の
拡
充
●
オ
ー
ラ
ル
フ

レ
イ
ル
対
策
強
化
と
口
腔
体
操

導
入
●
災
害
備
蓄
品
に
入
れ
歯

洗
浄
剤
の
導
入
●
地
域
猫
団
体

へ
の
活
動
助
成
●
食
品
ロ
ス
削

減
推
進
●
家
庭
内
や
企
業
の
Ｃ

Ｏ
２
削
減
推
進
●
エ
リ
ア
特
性

に
応
じ
た
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
推
進
●
椎
名
町
駅
北
口
タ

ク
シ
ー
プ
ー
ル
設
置
推
進
●
災

害
に
強
い
不
燃
化
や
無
電
柱
化
、

建
築
物
耐
震
化
を
促
進
●
フ
ァ

ミ
リ
ー
世
帯
の
多
様
な
家
賃
助

成
の
推
進
●
私
道
整
備
助
成
の

所
有
者
了
承
等
へ
の
支
援
と
、

破
損
し
た
私
道
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋

の
費
用
助
成
●
旧
十
中
跡
地
野

外
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
一
般
開
放

●
児
童
相
談
所
の
適
切
な
職
員

体
制
と
児
童
養
護
施
設
等
で
育

つ
子
ど
も
の
自
立
時
支
援
●
移

動
教
室
等
費
用
の
物
価
高
騰
対

策
支
援
●
幼
児
教
育
ビ
ジ
ョ
ン

早
期
策
定
●
国
民
健
康
保
険
の

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
推
進

　

令
和
４
年
度
一
般
会
計
及
び

３
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定
に
賛
成
す
る
。

　

審
査
に
当
た
っ
て
は
、
予
算

に
対
し
想
定
が
実
情
に
相
当
す

る
も
の
か
、
地
域
と
つ
な
が
り

続
け
る
持
続
的
な
行
政
で
あ
る

か
、
決
算
の
数
字
に
表
れ
て
こ

な
い
人
へ
の
支
援
に
ど
う
向
き

合
う
か
の
観
点
か
ら
行
っ
た
。

　

事
業
ご
と
に
要
望
等
を
述
べ

る
。
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

つ
い
て
は
十
分
な
ノ
ウ
ハ
ウ
が

既
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
認
証
の

在
り
方
の
検
討
を
。
区
職
員
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
研
修
の
一
層

の
充
実
を
。
発
生
し
た
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
連
費
用
の

点
検
を
。
自
殺
や
う
つ
病
対
策

支
援
の
拡
充
を
。
認
知
症
検
診

推
進
事
業
は
６５
歳
か
ら
実
施
を
。

Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ｂ
Ｕ
Ｓ
に
つ
い
て
よ
り

丁
寧
な
説
明
を
。
住
宅
施
策
に

つ
い
て
実
態
に
沿
っ
た
制
度
の

見
直
し
を
。
児
童
手
当
の
所
得

制
限
撤
廃
等
の
率
先
し
た
検
討

を
。
医
療
的
ケ
ア
児
の
受
入
れ

に
つ
い
て
保
護
者
の
負
担
を
考

慮
し
た
対
応
を
。
安
心
安
全
な

教
育
の
環
境
づ
く
り
を
。
と
し

ま
区
民
セ
ン
タ
ー
の
利
用
に
つ

い
て
十
分
な
周
知
を
。

　

誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
編
成
と
と
も
に
、

果
断
な
事
業
の
見
直
し
と
、
適

切
な
財
政
運
営
を
望
む
。

　

令
和
４
年
度
一
般
会
計
・
３

特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
賛
成
。

積
極
性
と
堅
実
性
を
感
じ
さ
せ
、

持
続
発
展
都
市
と
し
て
の
躍
進

を
期
待
で
き
る
決
算
だ
っ
た
。

　

以
下
、
個
別
意
見
と
要
望
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
事
業
で
は
、
デ
ジ

タ
ル
化
の
た
め
の
人
材
育
成
の

強
化
、
エ
リ
ア
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
の

ア
ク
セ
ス
ス
ポ
ッ
ト
の
拡
充
を
。

外
国
人
の
実
情
を
把
握
し
、
適

法
な
在
留
の
た
め
の
啓
発
強
化

を
。
日
本
一
の
「
高
齢
者
に
優

し
い
街
」
実
現
に
向
け
、
多
様

な
視
点
か
ら
の
高
齢
者
施
策
拡

充
を
。
土
日
開
庁
は
、
規
模
縮

小
も
視
野
に
入
れ
た
再
検
討
を
。

安
心
し
て
自
転
車
を
走
行
で
き

る
自
転
車
走
行
空
間
整
備
、
停

め
や
す
い
駐
輪
場
設
備
の
速
や

か
な
導
入
を
。
空
き
家
活
用
政

策
の
視
野
を
広
げ
、
よ
り
多
様

な
活
用
方
法
導
入
の
た
め
に
制

度
の
拡
充
を
。「
見
え
な
い
困

難
女
性
問
題
」
に
目
を
向
け
、

真
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
、
男
女

共
同
参
画
社
会
実
現
に
向
け
て

取
組
を
。
専
門
家
依
頼
費
補
助

等
を
導
入
し
、
時
勢
に
合
っ
た

事
業
者
支
援
補
助
金
制
度
の
創

設
を
。
柔
軟
性
、
自
由
な
発
想
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
意
識
し
た
学
校

教
育
の
指
導
方
法
改
善
を
。
介

護
保
険
事
業
で
は
、
各
主
体
の

様
々
な
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
応
え

な
が
ら
、
適
切
な
制
度
運
営
を
。

　

’２２
年
度
一
般
会
計
決
算
、
３

特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
反
対
。

　

第
一
に
コ
ロ
ナ
禍
と
物
価
高

騰
で
苦
し
む
区
民
の
切
実
な
要

求
に
応
え
て
い
な
か
っ
た
。
独

自
の
給
付
金
等
低
所
得
者
へ
の

支
援
が
な
い
。
独
自
の
奨
学
金

制
度
創
設
等
子
ど
も
の
教
育
に

か
か
る
負
担
軽
減
を
す
べ
き
。

公
営
住
宅
の
増
設
、
家
賃
補
助

制
度
等
住
宅
対
策
が
必
要
。
職

員
の
欠
員
で
子
ど
も
ス
キ
ッ
プ

は
安
全
・
安
心
な
遊
び
場
と
な

っ
て
い
な
い
。
中
小
企
業
対
策

の
改
善
、
省
エ
ネ
再
エ
ネ
の
取

組
の
充
実
が
必
要
。
防
災
用
品

の
補
助
等
の
支
援
拡
充
を
。

　

第
二
に
区
民
不
在
、
不
要
不

急
の
無
駄
な
事
業
を
進
め
て
い

る
。
超
高
層
ビ
ル
の
建
設
に
無

駄
な
税
金
を
投
入
。
多
額
の
税

金
を
投
入
し
赤
字
の
イ
ケ
バ
ス

は
直
ち
に
廃
止
を
。

　

第
三
に
こ
れ
ま
で
の
区
政
運

営
に
よ
っ
て
、
格
差
、
ゆ
が
み
、

ひ
ず
み
が
生
じ
て
い
る
。
学
校

改
築
が
進
ま
ず
格
差
が
問
題
。

依
然
と
し
て
会
計
年
度
任
用
職

員
の
割
合
が
高
い
。
シ
ス
テ
ム

の
標
準
化
に
お
い
て
国
の
言
い

な
り
。
不
要
な
本
庁
舎
土
日
の

窓
口
開
設
を
見
直
す
べ
き
。

　

保
険
料
負
担
が
大
き
い
国
民

健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
、

介
護
保
険
の
３
特
別
会
計
も
認

め
ら
れ
な
い
。

　

令
和
４
年
度
一
般
会
計
及
び

３
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定
に
賛
成
す
る
。

　

基
金
残
高
と
債
務
残
高
の
バ

ラ
ン
ス
は
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
て
調
整
を
。
区
有
施
設

の
施
設
修
繕
や
改
修
経
費
に
つ

い
て
は
将
来
を
見
据
え
た
計
画

の
作
成
を
。

　

区
立
体
育
施
設
内
プ
ー
ル
で

の
ス
マ
ー
ト
ウ
ォ
ッ
チ
着
用
許

可
の
検
討
を
。
認
証
か
ら
１０
年

が
経
過
し
た
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
事
業
及
び
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
セ
ー
フ
ス
ク
ー
ル
事
業

に
つ
い
て
、
認
証
の
在
り
方
等

の
見
直
し
を
。
子
ど
も
へ
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用

助
成
の
検
討
を
。
障
が
い
者
移

動
支
援
に
つ
い
て
は
迅
速
で
柔

軟
な
対
応
を
。
路
上
喫
煙
・
ポ

イ
捨
て
に
つ
い
て
は
よ
り
一
層

の
防
止
策
を
。
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル

な
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
で
は
、

バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
な
ど
へ
駅
か

ら
の
動
線
の
確
保
を
。
法
令
違

反
の
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
等
の

対
策
を
。
教
育
に
関
わ
る
保
護

者
負
担
の
軽
減
策
に
つ
い
て
区

民
の
声
を
聴
き
な
が
ら
区
独
自

の
支
援
を
。
国
民
健
康
保
険
制

度
維
持
の
た
め
に
収
納
率
の
向

上
を
。

　

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
区

民
サ
ー
ビ
ス
の
更
な
る
向
上
が

図
ら
れ
る
区
政
を
期
待
す
る
。

　

令
和
４
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍

・
物
価
上
昇
で
大
変
な
経
済
状

況
の
中
、
健
全
財
政
で
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
、
疲
弊
し
て
い
る
区

民
の
方
々
に
目
に
見
え
る
、
実

感
で
き
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
で
あ

っ
た
か
、
そ
う
し
た
観
点
か
ら

質
疑
・
提
言
を
行
っ
た
。

　

例
え
ば
、
多
世
代
で
楽
し
め

る
麻
雀
台
や
、
親
子
ダ
ー
ツ
等

の
区
民
ひ
ろ
ば
へ
の
設
置
、
各

学
校
の
部
活
動
で
古
く
な
っ
た

備
品
の
買
い
替
え
な
ど
、
健
全

財
政
で
あ
っ
た
こ
と
を
区
民
が

実
感
で
き
る
区
民
還
元
施
策
を

実
施
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、

区
内
大
学
・
専
門
学
校
と
協
力

し
て
学
生
を
町
会
・
商
店
街
や

区
内
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
さ
せ
る

な
ど
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

次
世
代
の
担
い
手
づ
く
り
を
区

が
積
極
的
に
サ
ポ
ー
ト
を
し
て

い
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
同

様
に
、
共
働
き
子
育
て
世
代
の

定
住
促
進
の
た
め
、
こ
れ
ま
で

も
提
言
し
て
い
た
「
空
き
家
対

策
抑
制
税
」
を
改
め
て
導
入
を

検
討
す
べ
き
旨
も
提
言
し
た
。

　

総
論
と
し
て
、
今
回
の
決
算

内
容
は
次
年
度
以
降
の
好
調
な

財
政
、
予
算
編
成
に
つ
な
が
る

決
算
内
容
で
あ
っ
た
と
判
断
し
、

豊
島
区
無
所
属
元
気
の
会
は
、

令
和
４
年
度
一
般
会
計
決
算
及

び
３
特
別
会
計
決
算
認
定
に
賛

成
す
る
。


